
第
87
回
定
期
全
国
大
会
が
７
月
26
日

〜
７
月
27
日
に
伊
東
市
・
ホ
テ
ル
聚
楽

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
組
織
強
化
拡
大
・
職
場

の
問
題
点
、
労
働
条
件
改
善
、
地
域
共

闘
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
つ
い
て
発

言
が
あ
り
ま
し
た
。
「
国
鉄
新
潟
」
で

は
代
議
員
の
発
言
内
容
を
中
心
に
簡
単

に
ま
と
め
編
集
し
ま
し
た
。

後
ほ
ど
「
国
鉄
新
聞
」
が
発
行
さ
れ

詳
し
く
記
載
さ
れ
ま
す
の
で
参
照
を
お

願
い
し
ま
す
。

経
過
報
告
に
つ
い
て
質
疑

●

18
春
闘
〜
貨
物
は
19
年
ベ
ア
ゼ
ロ

だ
っ
た
が
有
額
回
答
が
出
た
。
生
活
改

善
や
若
年
退
職
を
さ
せ
な
い
取
り
組
み

を
進
め
て
き
た
。
貨
物
会
社
は
19
年
ぶ

り
の
回
答
と
な
っ
た
。

し
か
し
低
額
回
答
だ
っ
た
。
JR
各
社

の
格
差
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
春
闘

の
統
一
要
求
・
要
求
の
あ
り
方
に
つ
い

て
議
論
が
必
要
だ
。

職
場
は
合
理
化
が
強
行
さ
れ
て
い
る
。

会
社
は
安
全
・
安
心
の
輸
送
を
行
う
と

言
っ
て
い
る
が
ワ
ン
マ
ン
化
が
進
ん
で

い
る
。

利
用
者
に
対
し
て
の
サ
ー
ビ
ス
の
低

下
で
は
な
い
か
。
地
方
ロ
ー
カ
ル
線
・

地
域
で
の
公
共
交
通
は
重
要
だ
。
安
全
・

安
定
輸
送
を
目
指
す
。
岩
手
の
会
で
は

集
会
の
開
催
な
ど
取
り
組
み
を
進
め
て

い
る
。

不
満
・
不
安
が

出
さ
れ
て
い
る

組
織
拡
大
〜
東
労
組
の
動
向
に
つ
い

て
〜
し
か
し
拡
大
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

交
流
会
を
開
催
、
不
満
、
不
安
が
出
さ

れ
て
い
る
。
東
労
組
か
ら
脱
退
し
た
人

は
労
働
組
合
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
。

全
国
組
織
強
化
・
拡
大
経
験
交
流
集
会

に
参
加
、
未
加
入
者
に
対
し
て
の
取
り

組
み
の
総
括
を
。

４
月
に
国
労
加
入

●
４
月
に
国
労
加
入
が
あ
っ
た
。
全
国

か
ら
の
激
励
に
対
し
御
礼
を
申
し
上
げ

る
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

組
織
拡
大
〜
東
日
本
で
大
き
な
動

き
が
あ
っ
た
。
東
労
組
の
解
体
。
拡
大

に
向
け
て
意
思
統
一
し
取
り
組
み
を
進

め
て
き
た
。
２
名
の
拡
大
に
つ
な
げ
る

こ
と
が
で
き
た
。

平
成
採
の
拡
大
に
つ
い
て
〜
何
を
考

え
て
国
労
加
入
、
脱
退
す
る
の
か
、
こ

れ
に
対
し
て
本
部
の
見
解
を
。

同
じ
意
義
、
統
一
し
た
行
動
、
方
向

性
を
進
め
て
い
く
こ
と
。
組
織
の
大
き

な
転
機
だ
。

要
員
が
足
り
な
い

●

車
掌
の
乗
務
キ
ロ
が
延
び
て
い

る
。
要
員
が
足
り
な
い
状
況
だ
。
会
社

の
出
張
な
ど
発
生
し
職
場
は
要
員
が
足

り
な
く
厳
し
い
状
況
だ
。

休
日
出
勤
が
要
請
さ
れ
て
い
る
。
ホ
ー

ム
に
駅
員
が
い
な
い
。
車
掌
が
す
べ
て

安
全
確
認
を
す
る
。
そ
の
た
め
転
落
事

故
が
多
発
し
事
故
が
減
っ
て
い
な
い
。

発
令
が
お
そ
い

エ
ル
ダ
ー
社
員
に
つ
い
て
・
効
率
化

を
推
進
し
て
い
る
。
エ
ル
ダ
ー
社
員
を

雇
用
し
技
術
継
承
を
し
て
い
る
。
エ
ル

ダ
ー
社
員
は
賃
金
が
下
が
り
厳
し
い
労

働
条
件
に
な
っ
て
い
る
。
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国
鉄
新
潟●西日本豪雨が発生し九州、四国など甚

大な被害が拡大している。一刻も早い復

旧・復興を願っている。２８路線が運休

している。新潟県の只見線が上下分離方

式として運行する。沿線自治体は２億１

千万円の負担。地方ローカル線を削減し

ないようしっかり復旧させること。国か

らの支援で一刻も早い復旧を。

●安全問題～新潟駅２番線ホームでお客

が線路に転落した。車両がホームに進入

してきたがお客が助けた。今年の２月１

５日に駅の橋上化により新幹線のホーム

と在来線ホームが同じ高さになった。し

かし工事はまだ未完成のため１番線がま

だできていない。そのため２番線ホーム

が狭く危険な状態になっている。新潟支

社に対し地本は緊急に申し入れを出した。

●組織拡大～東労組が解散し多くの組合

員が未加入になった。しかし拡大に結び

つかなかった。新たに新組合が発足した。

地本は拡大行動とレクを企画した。引き

続き取り組みを強化していく。

●平和と民主主義の闘い～今年の県知事

選について、地本として候補者の推薦を

し選挙運動に協力したが落選した。これ

からも今回発足した組織運営を継続しが

んばっていく。



JR
本
体
の
エ
ル
ダ
ー
社
員
を
希
望
し
て

い
る
が
発
令
が
な
い
。
早
め
の
発
令
が
出

な
い
。

発
令
が
出
た
の
が
２
週
間
前
だ
っ
た
。

若
年
の
賃
金
改
正
が
あ
っ
た
。
JR
本
体
エ

ル
ダ
ー
社
員
〜
エ
リ
ア
に
よ
っ
て
労
働
条

件
が
違
っ
て
い
る
。
同
一
労
働
・
同
一
賃

金
を
。
そ
の
指
導
を
。

組
織
拡
大
〜

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

発
足
。
職
場
オ
ル
グ
を
実
施
し
て
い
る

が
、
飲
み
会
や
レ
ク
は
参
加
し
て
い
る
が

国
労
加
入
の
訴
え
、
呼
び
か
け
が
足
り
な

い
。
こ
の
先
、
組
織
に
つ
い
て
厳
し
い
状

況
に
な
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
本
部
は
議
論

し
て
き
た
か
。

経
過
報
告
に
つ
い
て
の
質
疑
が
代
議
員

４
名
か
ら
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

質
疑
に
つ
い
て
の
本
部
答
弁
に
つ
い
て

は
「
国
鉄
新
聞
」
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

一
般
討
論
に
つ
い
て
の
発
言

●

組
織
拡
大
〜
東
労
組
が
解
体
し
未

加
入
者
が
増
え
た
。
会
社
も
新
人
に
対
し

避
け
る
よ
う
に
指
導
し
て
い
る
。
新
人
が

未
加
入
に
な
っ
て
い
る
。
脱
退
者
は
組
合

な
ど
に
対
し
、
も
う
関
わ
り
た
く
な
い
と

話
し
楽
に
な
っ
た
と
言
っ
て
い
る
。

職
場
で
交
運
共
済
加
入
を
訴
え
た
。
日

常
的
な
活
動
が
重
要
だ
。
労
働
組
合
の
必

要
性
を
訴
え
た
。

職
場
の
代
表
選
挙
で

支
持
を
訴
え
る

５
年
間
で
１
０
０
０
名
の
社
員
が
減
少

し
グ
ル
ー
プ
会
社
の
労
働
条
件
が
悪
化
し

た
。
若
手
は
労
働
組
合
は
必
要
な
い
と
言
っ

て
い
る
が
状
況
が
悪
く
な
る
と
考
え
る
。

職
場
の
代
表
選
挙
で

９
箇
所
の
職

場
で
支
持
を
訴
え
て
い
る
。
そ
こ
か
ら

拡
大
へ
つ
な
げ
て
い
る
。

国
労
組
合
員
の
減
少
で
財
政
上
厳
し
く

な
る
。
運
動
と
財
政
は
車
の
両
輪
だ
。
グ

ル
ー
プ
会
社
を
含
め
た
労
働
条
件
の
改
善

と
グ
ル
ー
プ
会
社
の
組
織
化
を
進
め
る
。

分
会
活
動
の
広
域
化
、
運
動
を
前
進
す

る
た
め
に
ど
う
組
織
し
て
い
く
の
か
。

地
方
ロ
ー
カ
ル
線
〜
第
三
セ
ク

タ
ー
と
し
て
復
旧
し
運
行
す
る
。
震
災
で

沿
線
住
民
が
減
少
し
経
営
は
厳
し
い
状
況

で
赤
字
だ
。
地
方
交
通
線
の
再
建
を
。

●

安
全
・
安
定
輸
送
〜
職
場
は
効

率
化
が
進
み
委
託
化
が
進
ん
で
い
る
。
利

用
者
に
対
し
て
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
や
車
両

の
事
故
な
ど
発
生
し
て
い
る
。

冬
は
大
雪
に
な
り
雪
の
影
響
で

三
日

間
ス
ト
ッ
プ
し
た
。
新
幹
線
は
運
休

が
あ
っ
た
が
、
ほ
ぼ
通
常
の
運
行
に
な
っ

た
。
北
陸
線
の
Ｃ
Ｔ
Ｃ
化
で
要
員
が
合
理

化
さ
れ
た
。
グ
ル
ー
プ
会
社
へ
の
委
託
化
。

技
術
継
承
や
指
揮
命
令
系
統
な
ど
に
つ
い

て
問
題
に
な
っ
て
い
る
。

２
０
２
２
年
度
に
北
陸
新
幹
線
が
延
伸

し

在
来
線
の
委
託
化
や
ワ
ン
マ
ン

化
が
進
む
。
利
用
者
に
対
し
安
全
、
サ
ー

ビ
ス
が
低
下
す
る
。
30
年
の
検
証
委
員
会

の
政
策
提
言
を
。

契
約
社
員
〜
現
場
で
は
多
く
な
っ
て
い

る
。
契
約
社
員
は
会
社
に
何
も
言
え
な
い
。

JR
西
日
本
は
非
正
規
の
雇
用
が
増
え
て
い

る
。
非
正
規
か
ら
希
望
で
正
規
に
は
な
れ

る
。組

織
拡
大
〜
対
策
会
議
を
開
催
し
具
体

的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
議
論
し
て
き
た
。

要
求
実
現
に
向
け
た
職
場
活
動
や
機
関
紙

な
ど
で
宣
伝
し
て
い
る
。
昇
進
試
験
や
効

率
化
に
つ
い
て
新
人
な
ど
不
満
が
あ
る
。

国
労
運
動
は
、
こ
こ
１
〜
２
年
が
重
要
だ

と
考
え
る
。

●

ロ
ー
カ
ル
線
を
守
る
闘
い
〜

３
月
31
日
JR
三
江
線
が
廃
止
さ
れ
た
。
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
実
施
し
て
き
た
。

鉄
道
事
業
法
の
見
直
し
に
つ
い
て
も
取
り

組
ん
で
き
た
。

島
根
県
で
鉄
道
事
業
法
見
直
し
に
つ
い

て
議
会
採
択
さ
れ
た
。
他
の
自
治
体
で
も

全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
た
。
ロ
ー
カ
ル
線

を
守
る
こ
と
に
つ
い
て
JR
は
ど
う
な
っ
た

の
か
。

ロ
ー
カ
ル
線
を
守
る
に
は
自
治
体
が
結

束
す
る
こ
と
が
重
要
だ
。
国
労
が
全
体
の

結
束
を
強
め
た
。
米
子
で
も
実
施
し
て
い

る
。

三
江
線
の
ダ
イ
ヤ
が
年
々
不

便
に
な
っ
て
き
た
。

維
持
運
営
に
膨
大
な
経
費
が
か
か
る
た

め
廃
止
へ
。
ロ
ー
カ
ル
線
を
守
る
こ
と
や

効
率
化
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
。
７
月
の

大
雨
の
影
響
で
列
車
が
運
休
し
復
旧
に
１

年
以
上
か
か
る
。
運
行
継
続
が
危
ぶ
ま
れ

て
い
る
。

組
織
拡
大
〜
事
故
を
風
化
さ
せ
な
い
。

国
労
運
動
の
継
承
。
組
織
の
あ
り
方
に
つ

い
て
議
論
を
要
請
。

３
０
０
０
万
人
署
名
・
５
月
下
旬
で
目

標
を
ク
リ
ア
し
た
。
憲
法
９
条
、
憲
法
改

正
を
許
さ
な
い
取
り
組
み
の
強
化
、
本
部

も
検
討
を
。
国
労
議
員
団
５
名
の
支
援
を

取
り
組
む
。

（
全
国
大
会
特
集
は
次
号
に
つ
づ
く
）
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